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(57)【要約】
【課題】波形断面と直交する方向をアーチ形状とした、
アーチ形屋根を備えた金属製建屋及びこれに用いる屋根
材ユニット並びにジョイント部材を提供する。
【解決手段】支持フレーム１を構成する少なくとも一部
の梁材の外側部に、屋根材ユニット２６の波形と略同一
ピッチの波形をなす金属帯板１３を有するジョイント部
材１２を固定し、該ジョイント部材１２の波形に屋根部
２４の波形を外嵌させるようにして、屋根部２４をジョ
イント部材１２を介して支持フーム１上に支持固定させ
るようにした。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
上部アーチ形とした複数本のアーチ枠と該複数本のアーチ枠を前後方向に連結する複数本
の梁材とにより形成された金属支持フレームと、所要ピッチで波形が連続する波形金属板
をその波形断面と直交する方向にアーチ状に湾曲させた複数個の屋根材ユニットを前後方
向に連続することにより形成したアーチ形屋根部と、を有し、屋根部を支持フーム上に支
持固定させるようにしたアーチ形屋根を備えた金属製建屋において、　　前記支持フレー
ムを構成する少なくとも一部の前記梁材の外側部に、前記屋根材ユニットの波形と略同一
ピッチの波形をなす金属帯板を有するジョイント部材を固定し、該ジョイント部材の波形
に前記屋根部の波形を外嵌させるようにして、前記屋根部をジョイント部材を介して支持
フーム上に支持固定させるようにしたことを特徴とする金属製建屋。
【請求項２】
前記アーチ形屋根部は、その両側下部に、前記屋根材ユニットの波形と等ピッチの波形金
属板からなる直線状の側壁ユニットを、その波形の上下端縁同士を重合させた状態で側壁
部を縦設した構造になり、少なくとも、屋根部と側壁部との重合部分の内側に位置する、
前記梁材の外側部に固定した前記ジョイント部材を介して前記屋根部及び前記側壁部が前
記支持フーム上に支持固定されていることを特徴とする請求項１記載の金属製建屋。
【請求項３】
前記ジョイント部材は、前記梁材となる金属角材の外側部に、波形をなす前記金属帯板の
底部が固定された形状であることを特徴とする請求項１又は２記載の金属製建屋。
【請求項４】
前記ジョイント部材は、前記金属帯板の底部が、前記梁材となる金属角材の外側部に連続
して、該金属角材の外側部に断続して、又は該金属角材の外側部の一部に固定された形状
であることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項記載の金属製建屋。
【請求項５】
前記ジョイント部材は、少なくとも、前記金属支持フレームの頂部に位置する梁材及び金
属フレームの両側部に位置する梁材の外側部に前記金属帯板の底部が固定された形状であ
ることを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項記載の金属製建屋。
【請求項６】
前記ジョイント部材は、その前記金属帯板の波形における山部に、前記屋根部および／ま
たは側壁部の波形における山部を貫通するボルトを突設し、該ボルトの突出端にナットを
締結することにより、前記屋根部および／または側壁部を前記支持フレームに固定したこ
とを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項記載の金属製建屋。
【請求項７】
前記屋根材ユニットは、カラー鋼鈑又はガルバリウム鋼鈑からなることを特徴とする請求
項１乃至４のいずれか１項記載の金属製建屋。
【請求項８】
請求項１乃至７のいずれか１項記載の金属製建屋に用いる屋根材ユニットにおいて、複数
の波形凹凸が連続する直線状の波形鋼鈑を、前記波形と直交する長さ方向を複数の節に等
分割し、その各節毎に波形直交方向に等角度となる微小角度でベンド加工を施すことによ
り、長さ方向に疑似円弧となる多角形状に曲げ加工したものであることを特徴とする屋根
材ユニット。
【請求項９】
請求項１乃至７のいずれか１項記載の金属製建屋に用いるジョイント部材において、金属
角材の外側部に、波形をなす金属帯板の底部が溶接やボルト止めなどにより固定された形
状であることを特徴とするジョイント部材。
【請求項１０】
前記ジョイント部材を構成する金属帯板の斜面部には、その長手方向に沿ってプレスによ
る補強用凹溝が形成されていることを特徴とする請求項９記載のジョイント部材。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、アーチ形屋根を備えた組立式の金属製建屋、及び該金属製建屋に用いる屋根
材ユニット並びにジョイント部材に関する。
【背景技術】
【０００２】
　軽量屋根に用いられるい金属製屋根材として、カラー鋼板やガルバリウム鋼鈑が用いら
れている。これら金属屋根材を用いて耐荷重性のあるアーチ形屋根を形成しようとする場
合、平板では屋根材そのものの縦強度がないことから、波形鋼板に代替することが検討さ
れている。
【０００３】
　また、アーチ形屋根を備えた組立式の金属製建屋の組立には、金属支持フレーム上に被
せるようにして金属アーチ形屋根部を固定させる必要があるが、従来のボルトとナットに
よる固定構造では、耐震性、作業性などの点で問題があった。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、波形鋼板の場合には、その波形断面が連続する方向の折曲げは可能であり、一
部実用化されてはいるが、屋根の勾配方向に波形の山部が平行に位置するため、雨水の主
たる排水方向が谷部と平行する方向となり、雨仕舞に工夫を要する。それ故該種波形鋼板
を用いた屋根は波形方向と直交して所定勾配に傾斜させた直線屋根が一般的である。
【０００５】
　これに対し、波形断面とは直交方向をアーチ形状とすれば、排水の妨げとなる部分がな
いため、雨仕舞を確保する上で都合が良いものとなる。しかし、平板状の波形鋼板を波形
と直交して全体をベンド加工すると、その加工応力が一点に集中する結果、曲げ降伏して
波形が扁平につぶれてしまうため、この種のアーチ形状を波形鋼板により作ることは困難
であった。
【０００６】
　さらに、金属支持フレーム上に被せるようにして、金属屋根部を安全確実に、且つ能率
良く固定させる必要がある。
【０００７】
　本発明は以上の課題を解決するものであり、その目的とするところは、波形断面と直交
する方向をアーチ形状とした、アーチ形屋根を備えた金属製建屋及びこれに用いる屋根材
ユニット並びにジョイント部材を提供するものである。
【０００８】
　さらに他の目的は、金属製建屋の組立に当たり、金属支持フレーム上に被せるようにし
て金属アーチ形屋根部を固定させる際に、安全且つ能率よく固定させるものである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　前記目的を達成するため、本発明に係る金属製建屋は、図の実施の形態に示すように、
上部アーチ形とした複数本のアーチ枠３と該複数本のアーチ枠３を前後方向に連結する複
数本の梁材（棟梁４、軒梁５、土台枠２）とにより形成された金属支持フレーム１と、所
要ピッチで波形が連続する波形金属板をその波形断面と直交する方向にアーチ状に湾曲さ
せた複数個の屋根材ユニット２６を前後方向に連続することにより形成したアーチ形屋根
部２４と、を有し、屋根部２４を支持フーム１上に支持固定させるようにしたアーチ形屋
根を備えた金属製建屋において、
　前記支持フレーム１を構成する少なくとも一部の前記梁材の外側部に、前記屋根材ユニ
ット２６の波形と略同一ピッチの波形をなす金属帯板１３を有するジョイント部材１２を
固定し、該ジョイント部材１２の波形に前記屋根部２４の波形を外嵌させるようにして、
前記屋根部２４をジョイント部材１２を介して支持フーム１上に支持固定させるようにし



(4) JP 2009-102844 A 2009.5.14

10

20

30

40

50

たことを特徴としている。
【００１０】
　前記アーチ形屋根部２４は、その両側下部に、前記屋根材ユニット２６の波形と等ピッ
チの波形金属板からなる直線状の側壁ユニット２７を、その波形の上下端縁同士を重合さ
せた状態で側壁部２５を縦設した構造とされている。また、少なくとも、屋根部２４と側
壁部２５との重合部分の内側に位置する、前記梁材の外側部に固定した前記ジョイント部
材１２を介して前記屋根部２７及び前記側壁部２５が前記支持フーム１上に支持固定させ
るようにしている。
【００１１】
　上記の支持固定構造によれば、アーチ形屋根部２４及び側壁部２５を構成する屋根材ユ
ニット２６及び側壁ユニット２７は、その波形がジョイント部材１２の金属帯板１３の波
形に外嵌された状態で、支持フーム１の梁材に添設されるところから、ガタツキなく、能
率よく固定される。特に、屋根部２４と側壁部２５との上下端部の重合部分にずれなどが
生じることはない。
【００１２】
　前記ジョイント部材１２は、前記梁材となる金属角材の外側部に、波形をなす前記金属
帯板１３の底部が固定された形状であることを特徴としている。金属角材は棒材でも角パ
イプでも良い。また、金属帯板１３の底部の固定は、ボルトＢ１による固定の他、溶着、
リベット止めなど、各種の固定手段によって固定させることができる。またさらに、工場
で梁材の外側部に予め溶接やリベット止めにより金属帯板１３を固定させておき、この金
属帯板１３付きの梁材を、ジョイント部材１２として建築現場に運搬させて組み付けるこ
ともできる。上記の固定作業は、建築現場で行わせることもできる。
【００１３】
　前記ジョイント部材１２は、前記金属帯板１３の底部が、前記梁材となる金属角材の外
側部に、梁材の長手方向に沿って連続して固定されている。また、金属角材の外側部に断
続して、又は該金属角材の外側部の一部に固定された形状であっても良い。
【００１４】
　前記ジョイント部材１２は、前記金属支持フレーム１の頂部に位置する梁材（棟梁４）
、及び金属フレームの両側部に位置する梁材（軒梁５）の外側部に、前記金属帯板１３の
底部が固定された形状であることを特徴としている。前記ジョイント部材１２は、土台枠
２の両側枠を構成する梁材の外側部に固定されていても良い。
【００１５】
　前記ジョイント部材１２は、その前記金属帯板１３の波形における山部に、前記屋根部
２４および／または側壁部２５の波形における山部を貫通するボルトＢ２を突設し、該ボ
ルトＢ２の突出端にナットＮを締結することにより、前記屋根部２４および／または側壁
部２５を前記支持フレーム１に固定したことを特徴としている。
【００１６】
　前記屋根材ユニット２６は、カラー鋼鈑又はガルバリウム鋼鈑により形成することがで
きる。
【００１７】
　屋根材ユニット２６は、複数の波形凹凸が連続する直線状の波形鋼鈑を、前記波形と直
交する長さ方向を複数の節に等分割し、その各節毎に波形直交方向に等角度となる微小角
度でベンド加工を施すことにより、長さ方向に疑似円弧となる多角形状に曲げ加工したも
のであることを特徴している。
【００１８】
　前記ジョイント部材１２は、予め工場で、金属角材の外側部に、波形をなす金属帯板１
３の底部を溶接やボルト止め、リベット止めなどにより固定させ、これを建築現場に運搬
させて組み付けるようにしても良い。
【００１９】
　前記ジョイント部材１２を構成する金属帯板１３の斜面部には、その長手方向に沿って
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プレスによる補強用凹溝１３ａが形成され、金属帯板１３の頂部および底部は平坦板部１
３ｂとされていることを特徴としている。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、軽量で加圧耐力が高く、雨仕舞の良いアーチ形屋根部を備えた金属製
金属製建屋を得ることができる。
【００２１】
　また、本発明によれば、アーチ形屋根部の下部に連続して側壁部を形成でき、かつ側壁
部の縦強度も確保できる。
【００２２】
　本発明によれば、ジョイント部材の存在により、支持フレーム形状に沿って屋根部およ
び側壁部を構成するユニットを順次取付ければ、ガタツキなく正確に金属製建屋が完成す
し、現場での取付作業も能率的となる。また、支持フレームの形状に応じて精度よく外観
を整えることができる。
【００２３】
　ジョイント部材を構成する金属帯板を梁材に固定する作業を、建築現場以外の工場で、
予め行わせることにより、能率よく正確なジョイント部材を製造でき、これを、金属製建
屋の部品として商品化させることができる。
【００２４】
　本発明に用いる屋根材ユニットを、カラー鋼鈑又はガルバリウム鋼鈑により形成するこ
とにより、各ユニットを構成する素材そのものが加工しやすく、安価に提供できる。
【００２５】
　また、アーチ形屋根部に用いる屋根材ユニットの製造にあっては、各ベンド角が浅角で
あるため、曲げ降伏を生ずることなく、直線状の波形鋼板と同様の波形形状を保持しつつ
、アーチ形状に形成することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　図１～図５は、本発明の実施形態による組立て式金属製建屋を示し、このうち、図１（
ａ）には組立て式金属製建屋の鉄骨組となる支持フレーム１が示されている。
【００２７】
　図１（ａ）において、支持フレーム１は、各部同一断面寸法の角形中空鋼管又は角形棒
材の組立体から構成されるものであり、地表面または基礎上に固定設置された長方形の土
台枠２と、土台枠２の長手方向両側上部に立設された前部、中間部および後部アーチ枠３
と、各アーチ枠３の頂部を前後に連結した棟梁４と、各アーチ枠３の円弧部と下部垂直部
間にあって、その前後を連結した左右一対の側部軒梁５と、前後のアーチ枠３の円弧部と
下部垂直部間を連結した一対の前後軒梁６と、前部側軒梁６と土台２間を連結した１対の
支柱７と、後部側軒梁６の下部にこれと平行して配置された中間梁８と、土台枠２の長手
方向中間位置に直交してこれに両端連結された中間土台９を備えている。
【００２８】
　各アーチ枠３は、ベンド加工により上部を円弧状に湾曲させ、その両側下部を連続して
直線状に形成したものであり、これらアーチ枠３と土台枠２、各梁４，５，６，８、支柱
７および中間土台９は、溶接または連結金具などを介して連結されている。
【００２９】
　また、土台枠２の長手方向両側、および軒梁５の外側、および棟梁４の上面には、その
奥行方向に沿ってジョイント部材１２が配置されている。ジョイント部材１２は、後述す
るアーチ形屋根部２４、および側壁部２５の波形形状と略同一ピッチの波形の金属帯板１
３を有し、その波形の各底面部をビスＢ１により土台枠２、梁４，６に固定しているとと
もに、波形の各山部の頂面に取付け用ボルトＢ２を一体に突設したものである（図３、図
４（ａ），（ｂ）参照）。上記ジョイント部材１２とアーチ形屋根部２４及び側壁部２５
との結合は、リベット止めなど、適宜の固定手段により固定させることができる。
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【００３０】
　図６は、上記ジョイント部材１２の拡大斜視図（ａ）と、ｂ－ｂ断面図（ｂ）である。
　ジョイント部材１２は、上記波形の金属帯板１３を主体とし、金属帯板１３の底部が梁
材（棟梁４、軒梁５、土台枠２の両側枠）の外側面に固定手段により固定された形状であ
る。
　金属帯板１３の斜面部には、プレスによる補強用凹溝１３ａが形成され、頂部は平坦板
部１３ｂとされて、上記取付け用ボルトＢ２の脚部が貫通突出されている。
【００３１】
　金属帯板１３の底部と梁材（棟梁４）との固定は、上記ボルトＢＩによる固定でも良い
が、溶接或いはリベット止めなどの固定手段による固定であってもよい。金属帯板１３は
、略Ｖ形若しくは略Ｗ形のジグザグ形状であり、複数の金属帯板１３を突き合わせるよう
にして梁材上に連続して固定させるようにしても、断続的に固定させるようにしても良い
。また、梁材上の一部に、比較的短寸（二山又は三山などの複数山）の金属帯板１３を部
分的に設けるようにしてもよい。
　金属帯板１３と梁材（棟梁４）との固定は、建築現場においてボルト止めなどにより行
わせることができる。また、工場において溶接などにより固定させるようにし、これを建
築現場に運搬して、例えば棟梁４として使用することができる。この場合には、金属帯板
１３は、金属製建屋の部品として、独立した商品とすることができる。
【００３２】
　以上の支持フレーム１の前後部面は、図１（ｂ）に示すように、所定巾の複数の横板材
２０を縦に接ぎ合せた前後の外壁部２１で覆われる。また、前部側外壁部２１においては
、最終仕上げ工程において、図２に示すように、支柱７と土台２および軒梁６で囲われた
内側を出入口として、これにサッシ２２を組付けるとともに、サッシ２２には両開き式の
引戸２３を取付け、金属製建屋内部への出入りを可能としている。引戸は、前後方向に開
く開き戸であっても良い。また、シャッターを取り付けるようにしても良い。
【００３３】
　これに対し、前述する屋根部２４および側壁部２５は、カラー鋼板またはガルバリウム
鋼板などの金属板からなる波形鋼板又は波形金属板によって構成されている。特に屋根部
２４は、アーチ形状に形成された複数の前述する屋根材ユニット２６を、図１（ｂ）、図
５に示すように、奥行方向に順次接合することによって形成される。
【００３４】
　屋根材ユニット２６のアーチ形状の製作は、図３に示すように、３～４個の波形凹凸が
連続する直線状の波形鋼板の長さ方向を複数の節２６ａに分割し、その節２６ａ毎に波形
と直交する方向に、浅角度かつ等角度のベンド加工することにより、各節２６ａにおける
波形断面形状をほぼ保ちつつ、疑似円弧となる多角形状に曲げがなされ、前記アーチ枠３
の外周円弧面とほぼ同一曲率の内周疑似円弧状とした屋根材ユニット２６に形成される。
　また、この各屋根材ユニット２６の中央部における波形の山部および両側部における波
形の山部には前記ボルトＢ２を挿通するための貫通孔２６ｂが形成されている（図１（ｂ
），図３参照）。
【００３５】
　また、側壁部２５は、屋根材ユニット２６と同一ピッチの波形形状であって、その波形
断面を上下方向に位置させた直線状側壁ユニット２７を奥行方向に複数接続したものであ
り、側壁ユニット２７の縦寸法は、土台枠２と軒梁５間の間隔に等しい寸法であって、そ
の波形の山部には土台枠２側のボルトＢ２および軒梁５側のボルトＢ２を挿通するための
貫通孔２７ａが形成されている。
【００３６】
　なお、側壁ユニット２７は屋根材ユニット２６と異なり、ベンド加工などによる寸法制
限を受けないため、その波形凹凸の数は特に制限を受けないが、軒梁５側において屋根材
ユニット２６の内側に重ねて取付けられ、共通のボルトＢ２およびナットＮにより締結さ
れるため、屋根材ユニット２６と同一数とすることが望ましい。
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【００３７】
　以上における屋根部２４および側壁部の組立手順は、まず、軒梁６の側面に突出するボ
ルトＢ２に側壁ユニット２７の上部側貫通孔２７ａを挿通し、同じく土台枠２の側面に下
部貫通孔２７ａを挿通する。次いで屋根材ユニット２６の下部側貫通孔２６ｂをボルトＢ
２に挿通し、ボルトＢ２の突出端をナットＮで締付けることにより、図４（ａ）のごとく
側壁ユニット２７の上部外側部に屋根材ユニット２６の下端が鎧張り状に重合した状態で
共締される。
【００３８】
　なおナットＮは図３の一部に拡大して示すごとく、フランジ付きナットであって、その
背面には防水用のゴムパッキンＮ１が一体化され、締結動作によるゴムパッキンＮ１が弾
性変形して、貫通孔２６ｂ，２７ａを塞ぎ、重合部の水密性を確保する。
【００３９】
　左右の重合部の固定後は、側壁ユニット２７の下部を土台枠２側にボルトナット止めす
る一方、屋根材ユニット２６の頂部を棟梁４側にボルトナット止めする作業を奥行方向に
順次行うことによって、図２に示すように、アーチ形の金属製建屋が完成するものとなる
。
【００４０】
　各屋根材ユニット２６の奥行方向の接合は、図５に示すごとく、各屋根材ユニット２６
の側端縁に形成した底面部同士を重ね合わせた状態で、その重合部にシール剤２８などを
塗布介在して雨仕舞を確保しても良いし、山部同士を重合した上で、ボルトナットにより
共締しても良い。側壁ユニット２７の奥行方向の接合も同様である。
【００４１】
　以上の組立工程を経て作られた金属製建屋は、その屋根のアーチ形状と、アーチの曲面
に沿った波形形状により、軽量に作られる割には、加圧耐力が大で、縦強度が高いため、
豪雪地帯などに設置される物置小屋や、閉鎖式のカーポートなどに好適であるほか、アー
チ形状による特有のデザイン性を持った金属製建屋となる。さらには、組立が簡単である
ことから、地震などの自然災害後に自治体などによって用意される仮設住居などの金属製
金属製建屋などにも好適である。
【００４２】
　なお、小住宅として用いる場合には、前記のごとく、躯体工事完了後、金属製建屋内部
の土台枠２上に図示しない床材を敷設し、外壁部２１，２５および屋根２４の内側に断熱
材および内壁などの内装施工を行い、外壁部２１，２５の適宜位置の一部を切除して窓、
掃出しなどの建具を配置し、水回り設備、電気配線などの設備を設けることにより、独立
した住居として使用可能となる。
【００４３】
　また、以上の実施形態における金属製建屋の大きさについては、特に規定されるもので
はないが、例えば格納庫など大形の構築物を構築する場合には、屋根材ユニット２６は、
複数の直線状波形鋼板を、その全体が円弧となるように個々にベンド加工し、その波形端
縁を順次重ねつつ軒側から棟側にかけて葺くようにすれば、一つのアーチに形成される。
この場合、円弧の直径が大きい分ベンド加工も簡単となる。また、支持フレーム１の構造
や部材の断面径もその金属製建屋の大きさ、用途に応じた構造、断面とすれば良く、特に
屋根材ユニット２６を用いて、大形金属製建屋を構築した場合には、屋根裏に円弧状の大
空間ができることから、内部にロフトなどの広い屋根裏空間なども構築することができる
。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】（ａ），（ｂ）は本発明の実施形態による組立て式金属製建屋の骨組および組立
途中の斜視図である。
【図２】同組立完成状態を示す斜視図である。
【図３】屋根材ユニットおよび側壁ユニットとジョイント部材との接合関係を示す分解斜
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【図４】（ａ），（ｂ）は同組立状態を示す部分拡大図である。
【図５】屋根材ユニットの軒梁に対する接合状態を示す部分拡大図である。
【図６】（ａ），（ｂ）はジョイント部材の斜視図とｂ－ｂ拡大断面図である。
【符号の説明】
【００４５】
１　支持フレーム
２　土台枠
３　アーチ枠
４　棟梁
５　軒梁
１２　ジョイント部材
１３　金属帯板、１３ａ　補強用凹溝，１３ｂ　平坦板部
２１　前後外壁部
２４　屋根部
２５　側壁部
２６　屋根材ユニット
２６ａ　節
２６ｂ　貫通孔
２７　側壁ユニット
２７ａ　貫通孔
Ｂ１，Ｂ２　ボルト
Ｎ　ナット
Ｎ１　ゴムパッキン

【図１】 【図２】
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